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遠い未来を見据えた
医学教育改革

迅速かつ的確な
病院前救護と
救急搬送体制の整備

　日本医療研究開発機構（AMED）で
は、医療分野における基礎から臨床ま
での研究開発が円滑に進むよう、研究
費の配分を通じて大学や研究機関など
の研究を支援しています。担当の疾患
基礎研究事業部では、「基礎」「疾患」
をキーワードに、幅広い疾患や病態を
対象とした研究の支援を行っています。
医療分野の研究開発は、数理解析やナ

ノテクノロジーといった他分野での飛
躍的な発展もあいまって、年々進歩の
加速度を増し、劇的な変化を遂げてい
ます。臨床現場に役立つ研究成果を最
大限に得るには、行く末にどのような
世界を思い描き、目指していけばよい
のか。非常に大きな課題に対して取り
組む、充実した日々です。

医政局地域医療計画課  課長補佐

H a r u o  K O U R O U

　地域性、規模が大きく異なり、介護
施設・訪問看護ステーションの運営や
健診も実施している全国に57ある病院
グループの本部で勤務し、各病院の運
営支援をしています。新型コロナウイ
ルスの感染拡大には当初から病床の確
保や医療人材の広域派遣などに一丸と
なって取組んでおり、コロナ専用病院
の開設にも携わりました。
　これまで診療報酬改定や病床機能報
告制度など病院の運営に影響を与える

した病院運営をするのは簡単なことで
はありません。法人の理念・使命を忘
れずに地域に求められる病院であり続
けるよう日々取組んでいます。

制度改革に関わりましたが、実際に現
場で政策の方向性を意識しながら、地
域の変化に対応し、良質な医療を提供
することはもちろん、経営的にも安定

　消防は市町村が運営主体である自治
体組織で、その任務は災害救助から救
急業務にまで発展してきました。所管
は地方自治を司る総務省で、法制的に
も医療の外にある世界ですが、救急車
は救急救命士が活躍する場でもあり、
医療機関までの搬送という大切な役割
を担います。
　私の主な業務は、救急隊員が行う観
察・処置、資器材の整備、搬送先医療

機関等との連携などに関する制度設計
で、医療政策の知識や臨床現場の経験
を活かして救急現場や学会の方々とも
調整します。また、救急車の適正利用
推進、トリアージ体系の整備、心肺停
止傷病者の救命率向上へ向けて厚生労
働省とも協力するほか、総務省ではマ
イナンバーカードを活用した救急業務
DXにも取り組んでいます。

　文部科学省はご存じの通り、教育、
研究を担当しています。
　大学には自治の原則があり、学問の
自由が保証されている一方、医学部や
歯学部は国民生活に大きな影響がある
ため、高等教育の中で特別に「医学教
育課」が置かれています。
　医学、歯学、薬学などの「モデルコ
アカリキュラム」を定めたり、現場で
ある大学、大学病院の支援を担当して
います。

ばなりません。
　未来に必要な医師の姿を考えるため
には、医療制度改革の方向性を共有す
ることは必要不可欠のため私のように
人事を交流しています。

　今年はカリキュラム改定の年なので
すが、今回の内容で教育された医師は
最低でも8年後に出てくることになる
わけで、10年後、20年後の求められ
る医師の姿を考えながら検討しなけれ

文部科学省
医学教育課　企画官

堀岡   伸彦 HO R I O K A  N o b u h i k o  

平成19年入省。平成20年診療報酬改定を担当。東日
本大震災の対応や原爆被爆者対策を経て平成25年より
山梨県に出向。その後平成28年より令和4年まで医政
局医事課、総務課、経済課に在籍し医師の働き方改革、
専門医制度のシーリング、新型コロナ対策における病
床確保、医療機器確保を担当。令和4年より現職

日本医療研究開発機構
疾患基礎研究事業部　部長

日野原  友佳子 H I N O H A R A  Y u k a k o

平成21年入省。健康局総務課で被爆者援護施
策、老健局老人保健課で介護予防、消防庁救
急企画室で救急搬送分野に携わる。2年間の
英国留学（社会疫学修士、医療情報学修士）
や保険局医療課での指導監査業務等を経て、
令和4年8月より現職。

今までの業務や体験 ワークライフバランス
医療現場に大きな影響を与える働き方改革は
本当にやりがいのある仕事でした。また新型
コロナ対策ではダイアモンドプリンセス号の
船内で次々と感染する患者を搬送する仕事は
緊張感あふれる日々でした。

お世辞にも良いとは言えませんが（笑）
妻に負担をかけつつなんとか子育てと
両立しています。

今までの業務や体験 ワークライフバランス
携わった業務はどれも印象深く、離れた後も制
度が患者さんにとって良い形で動いているか、
当時考えていた課題が解決したか気になってい
ます。研究休職の制度を利用し京都で生活（も
ちろん仕事も！）できたのはとてもよい思い出
です。

本省を離れると予定も立てやすく、子
どもとお風呂に入る時間が楽しみです
し、大好きなスポーツ観戦（NFL、ロー
ドレース、ヨーロッパサッカーなど）
の時間も作っています。

他省庁  -文科省 -

10年、20年後の
医療研究のあり方を
見据えて

関係機関（AMED）

地域で必要とされる
病院であり続けるために

関係機関（JCHO）
他省庁  -消防庁 -

今までの業務や体験

ワークライフバランス

新型コロナウイルスの流行初期には、
チャーター便やクルーズ船の現場対応や、
厚生労働省対策本部での施策検討に加わ
りました。引き続き、出向先の国立国際
医療研究センターで、新興・再興感染症の
新たな研究基盤の整備などに携わり、現場
の先生方には大変お世話になりました。

休日は、運動や趣味を楽しみながら心身
の健康維持に努めています。また、職場
では全国消防本部からの出向者とも親睦
を深めています。

今までの業務や体験

ワークライフバランス

各業務で忘れ難い思い出がありますが、
現職では国際共同研究等の話題も多い中、
よく思い出すのが留学中の経験です。最
大の収穫の一つは「日本に無関心な人か
らみた日本のイメージ」を得たこと。目
からうろこの発言を色々と聞く中、多角
的視点に立つ大切さを実感しました。

部内だけ見回しても、各人各様の背景や
事情があるなとつくづく実感します。そ
れぞれに働きやすい環境づくりを心がけ
たいと思う日々です。

総務省消防庁救急企画室
救急専門官

飯田  龍洋 I I D A  T a t s u h i r o

平成31年入省。大臣官房厚生科学課で災害危機
管理や科学研究費、医政局総務課で外来機能の明
確化など医療政策を担当し、国立国際医療研究セ
ンターへ出向。健康局予防接種室で新型コロナワ
クチン対応にも携わり、令和4年より現職。

独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）本部
医療部長

井原  正裕 I H A R A  M a s a h i r o

平成20年入省。健康局で臓器移植法の改正・施
行を担当。保険局医療課にて平成24年度診療報
酬改定、埼玉県で医療計画の策定、医政局総務課
で病床機能報告制度の創設を担当。（独）国立病院
機構本部や京都大学医学部附属病院（研究休職）
で病院運営に携わる。令和２年医政局再生医療等
研究推進室を経て、令和3年９月より現職。
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